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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

「夏は冬に憧れて，冬は夏に帰りたい」と歌っ
たのはオフコースでしたが。あれだけ暑かった
気候が急激に冬へ向かうと途端に残念な気持
ちになってしまう春秋好きの日本人でありま
す。未曾有の熊被害が連日報じられるなか，せ
めて自然災害の少ない冬を願いたいものです。

誌上ギャラリーはちょうど神頼みに相応しい
（?）霧島神宮朔日祭の模様を大山先生から
お寄せいただきました。と身内を紹介できるの
は気恥ずかしくも嬉しい役得です。ともに拝礼。

論説と話題は新たな地域医療構想に関する
とりまとめを帆北理事にご紹介いただきまし
た。現行体制の課題から目指すべき 4つの基本
的方向性が示され，新構想の策定と実行運営の
ための法令やガイドライン整備並びに予算確
保が厚労省に望まれるとのことです。

学術は 3 題です。いまきいれ総合病院呼吸
器内科からは進行肺扁平上皮癌に対する免疫
チェックポイント阻害剤と殺細胞性抗がん剤
の併用療法中にサイトカイン放出症候群を発
症した症例の報告です。IL-6 高値を早期確認
しデキサメタゾン・アセトアミノフェン・ト
シリズマブの迅速な投与で重症化を回避でき
ました。生協病院小児科からは小児アトピー
性皮膚炎に対し生物学的製剤を導入して効果
を得た 2 症例の報告があります。最後は鹿児
島市内科医会 9 月例会の特別講演のご紹介で
す。咳嗽・喀痰の診療ガイドライン 2025 に基
づく難治性咳嗽への治療選択について大阪の
丸毛先生にお示しいただきました。咳過敏症
候群という病態の解明と，病名当ての診療か
ら「治療可能な要素」への介入という実践的
転換が特徴とのことです。

医師会病院だよりは「外科，リハビリテー
ション室の紹介」です。高齢化と人口減少への
向き合い方，今できることの問いかけに考えさ
せられるものがありました。引き続き患者さん
ご紹介のほどよろしくお願い致します。

随筆・その他には小田原先生からの医療事
故に関するライフワーク「医療現場が何故医療
事故を誤解しているのか」と粟先生の長編随筆

「音楽の散歩道」をいただきました。リストとパ
ガニーニという偉大な音楽家の活躍した背景に
ある歴史を知ることにより，更に音楽を深く理解
することができます。リレー随筆は鹿児島医療
センター研修医の今辻先生が趣味のキャンプに
ついて活き活きと綴っています。不便を楽しむこ
と，予想外の出来事をどう工夫して切り抜けるか，
焚き火の炎に心の落ち着きを得て自然と触れ合
うことで活力を得る。そして美味しいご飯。先
生方ご寄稿ありがとうございます。

区・支部だよりは今回ございませんが，各種
部会だよりに市泌尿器科医会総会・市内科医会
9 月例会・市在宅医会事例検討会の模様をお
寄せいただきました。泌尿器科は夜間オンコール
体制からの退任を全会一致で決議されたとのこ
と，休日在宅医制度とも合わせた各診療科の今
後を注視したいと思います。市内科医会 9 月例
会の特別講演内容は学術コーナーに詳述されて
いますが，同欄の簡単なまとめもご覧ください。

各種報告は理事会概要，委員会開催状況，
第 2回医療安全管理研修会と第 3回学校保健小
委員会の模様です。今年度の救急医療週間行事
や学校検診の総括，前半期の学校保健や健康教
育に関する活動紹介も掲載されています。

附属施設だよりは医師会病院と検査セン
ターの 7～８月の実績です。会員異動等当会の
動きや各種お知らせもご覧ください。

鹿市医狂壇のお題は「冷（つん）て」です。
字面から想像しづらい読み方に四十路過ぎのU
ターン組として毎回新鮮さを覚えます。投句数
の減少で選者がご苦労されている由，ジモティ
の先生方にもお助け頂ければ幸いです。

ワールドシリーズでのドジャースに一喜一
憂し日本シリーズのセパそれぞれの魅力に目
を奪われ，我らが鹿児島ユナイテッドの J2 再
昇格を心から願う日々です。感染症流行を警戒
し，経営状況に胃を痛めながらも好きな仕事が
できる幸せを糧に過ごしています。高市政権に
も期待しています。この国にも世界にもより良
い明日がありますように。

（編集委員　關根 さおり）

　地域の観光資源を振興していくうえで全国的
に「ナイトタイムエコノミー」という概念が注目さ
れている。ナイトタイムエコノミーとは,夕方から
翌朝にかけての時間帯における経済活動を指
す。分野としては飲食やナイトライフにとどまら
ず,文化芸術,スポーツなど幅広い活動を含む概
念である（図表1）。　　　　　　　　　　　　

　観光庁は,夜間を単なる余暇消費の時間では
なく,地域経済を支える重要な成長領域と位置
付け,その推進に力を入れている。　　　　　
　背景には,インバウンド需要の拡大と,観光客
の消費単価向上への期待がある。特に訪日外国
人旅行者は,滞在中の夜間にアクティビティや体
験を求める傾向が強い。一方で,日本の夜間コン
テンツは限定的であり,飲食やショッピング以外
の選択肢が少ないと指摘されている。そのため
欧米諸国の主要都市に比べ,日本では夜間経済
の規模や消費額が依然として小さいことが課題

とされている。　　　　　　　　　　　　　
　また,国内においては少子高齢化や人口減少
に伴い,昼間の消費活動だけでは地域経済の維
持が難しくなってきている中,夜間に新たな需要
を喚起し,地域の稼ぐ力を高めることは,観光政
策やまちづくりにおいても重要なテーマとなって
いる。ナイトタイムエコノミーは単に観光客向け
の取り組みにとどまらず,地域住民にとっても文
化・芸術に触れる機会や,余暇の過ごし方の多様
化をもたらす点で大きな意義を持つともいえるだ
ろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　｠

　観光庁は2019年に,最先端観光コンテンツイン
キュベーター事業の一環として「ナイトタイムエコ
ノミー推進に向けたナレッジ集」を作成した。旅
行スタイルや需要の多様化などを背景に,消費機
会の拡大につながる新観光コンテンツを開拓す
ることを目的としている。この中でナイトタイムエ
コノミ―推進を検討する自治体やDMO,民間事
業者などに向けて具体的な課題の整理や事例な
どを提供している（図表２）。　　　　　　　　

　夜間消費の拡大は「観光立国推進基本計画」
（2023年3月閣議決定）にも盛り込まれた。計画
では2025年目標として,インバウンドの消費単価
向上や滞在時間の延伸などを掲げ,博物館や美
術館などの文化施設等を夜間観光に活用する取
り組みが進められている（図表3）。訪日外国人の
夜間消費は日本人に比べて高額である場合が
多く,国として受け皿の整備や情報発信を重点施
策に据えている。　　　　　　　　　　　　

　自治体レベルでも千葉県千葉市では2019年
に「千葉市ナイトタイムエコノミー推進支援事
業」を創設した。地域経済の活性化および夜間
におけるにぎわい創出を目的としている。本事業
では民間業者から提案を募集しており,2025年
度は土日祝限定で音楽体験ができるDJイベン
トや夜間限定メニューがあるカフェなど4つの支
援事業が採択された。それぞれ周辺事業者と連
携を行うなど地域全体の回遊をもたす効果も
あった（写真１）。　　　　　　　　　　　　

　海外に目を向けると,欧米では国や自治体レベ
ルで制度化が進んでいる。英国では文化・メディ
ア・スポーツ省（DCMS）がナイトタイムエコノ
ミーを文化産業戦略の一部に組み込み,都市ご
とに「ナイトメイヤー（夜間市長）」を設置して支
援体制を確立している。オランダやドイツでも,国
の文化政策の中でクラブや音楽イベントを都市
ブランド資源と位置づけ,補助金や規制緩和を
通じて夜間経済を後押ししている。米国では
ニューヨーク市が州・市連携で「ナイトライフ局」
を設置し,産業規模の調査や雇用創出のモニタ
リングを行っている（写真2）。　　　　　　　

　2023年度に鹿児島市は,ナイトタイムエコノミー
実証実験事業を実施し,その中で観光客にアン
ケートを行った。体験内容としては全体的に「ま
ち歩き」や「飲食」のニーズが高かった。また消費
額が1万円以上の割合を見ると,日本人観光客が
18％であるのに対して,外国人観光客は49％と,約
半数に上った。調査では「夜の楽しみ方・過ごし
方が分からない」,「情報が入手しづらい」といっ
たソフト面に関するものや,「夜のコンテンツの拡
充」,「施設の夜間営業」といったハード面に関す
るものが課題として多く挙げられている（次頁
図表４）。これを受けて鹿児島市ではWebによる
情報発信・プロモーションやナイトタイムイベント
等における照明器具の設置の補助など情報発信
や環境整備に関する支援が進められている。　

ブジェの幻想的な光で彩られ,多い年には約2週
間で100万人以上が来場している（写真7）。　　
　一方で課題として飲食や交通などの受け入れ
態勢の強化が挙げられる。物価や人件費等が上
昇している中で行政などの支援にできるだけ頼
らず収益を上げるような仕組みに転換していく
ことが求められている。　　　　　　　　　　
　また,一般的に昼間の時間帯に営業している
動物園や水族館,博物館などの文化施設等にお
いて,営業時間を延長する,夜間利用が広がってき
ている。例えば,沖縄美ら海水族館（本部町）で
は.期間限定で「美ら海ナイトアクアリウム」と題
した夜間営業が行われている。昼間とは異なる
雰囲気を体験することができ,新たな発見なども
あることだろう（写真8）。 
　ただ営業延長の課題
として夜間の営業に必
要な人的・財政的なリ
ソースを確保することが
できるかが挙げられる。
周遊性の観点から見て
も,自治体や事業者間の
連携を図ることも重要
になってくるだろう。　

　今回,ナイトタイムエコノミーの調査を行って,鹿
児島県においてはまだまだ成長の余地があると
感じた。本県は農業・畜産などが盛んで,全国でも
トップクラスでありながら,プロモーションが不十
分で素材を生かし切れていないという話をよく聞
く。ナイトタイムエコノミーにおいても同様のこと
が言えるのではないだろうか。世界文化遺産・自
然遺産をはじめとする観光名所や豊富な地元食
材を生かした料理など,地元客・観光客の心をつ
かむ土壌は出来上がっている。今ある素材をど
のように組み合わせ、他の地域との差別化を
図っていくか。例えば日中しか開いていない施設
が夜の時間の営業で新しい一面を見せるかもし
れない。また,もともとあるナイトコンテンツに何
か付加価値を加えることで,より魅力的なコンテ
ンツになるかもしれない。加えて,交通・決済のイ
ンフラ整備,情報発信の強化など,多くの事業者,
自治体などを巻き込みながら取り組んでいくこ
とは必要不可欠だろう。さらには,騒音問題や衛
生管理などの安全面・地域の治安維持にも留意
することが重要だ。　　　　　　　　　　　　
　本県では観光客数が徐々に回復している。た
だ足元では地震や水害などの災害があり,厳しい
局面を迎えている。魅力的なナイトタイムエコノ
ミーが,観光復活の起爆剤になることを期待し
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（九州経済研究所 経済調査部 早渕 光孝）

　鹿児島市におけるナイトタイムエコノミー推進
の取り組みを２つ紹介する。　　　　　　　　

　九州で夜の食文化として思い浮かぶものの一
つとして、福岡県の屋台が挙げられる。鹿児島市
においても,2025年5月から「かごしまリヤカー屋
台」が開催されている。かごしまリヤカー屋台組合
会長の川尻強人氏と広報担当の上園優貴氏に
リヤカー屋台の話をうかがった。　　　　　　　
　「かごしまリヤカー屋台」は鹿児島の魅力や食
を体験できる場を提供することを目的として実施さ
れ,多くの地元客や観光客で賑っている（写真3）。
現在は鹿児島中央駅近くの甲突川沿いで行われ

ており,第3回開催時（7月25日～8月3日）には屋台
が5店舗,トレーラーが1台で実施された（写真4）。
客の内訳は県内客が8～9割,県外や外国人観光
客が1～2割となっている。屋台を主目的としてわ
ざわざ県外から訪れる方もいるとのことで,天文館,
鹿児島中央駅付近への回遊や宿泊などにも寄
与しているようだ。　　　　　　　　　　　　
　将来的には,現在のような期間限定の開催では
なく,通年の常設を目標としている。店舗数も増や
して賑わいを増やしていくことや,複数箇所での実
施により地域全体の回遊を目指している。一方で
課題として電源設備・給排水設備などの整備を
挙げている。リヤカー屋台では,発電機を使用して
いるため,使用できる調理器具や暑さ対策等に制
限がかかる。また,給排水設備がないため,ラーメン
等の一部商品を出すことができない（写真5）。　

宿泊も含めて鹿児島に来てもらえると思ったこと
から始まったという。　　　　　　　　　　　
　ただ全国を見わたすとイルミネーション単独で
はスケールが大きいものがすでに豊富に存在す
る。そこで他との差別化をはかるために,2年目と
なる2024年は円谷プロ（ウルトラマン）とのコラ
ボを行った（写真6）。他にはないコンテンツを提
供することで,各雑誌に掲載されたり,「行ってみた
いイルミネーションランキング（Walkerplus調
べ）」で,九州沖縄エリア1位を獲得したりするなど
反響があり,新たな客層を取り込むことにもつな
がった。　　　　　　　　　　　　　　　　
　課題として挙げたことは,個社としてできるこ
とに限界があるということだ。2023年, 2024年は
一定程度の集客や,夜間帯のエンターテインメン
トの創出,機運醸成ができたと話す。一方で毎年
継続して取り組むには新たなコンテンツを取り入
れ魅力向上に努める必要がある。そのためには
個社の取り組みだけではなく,大企業の参入や事
業者間の連携が必要と訴える。今後多くの企業
にナイトタイムエコノミーに取り組んでもらい,鹿
児島に魅力的なコンテンツが増えることを期待し
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　

　長崎県の「ランタンフェスティバル」は,中国の
旧正月を祝う文化として小規模から始まった。現
在では長崎市や商工会議所などの支援によって,
市内中心部が約1万5千個のランタンと様々なオ

　他自治体を見ると,福岡市では市がインフラ整
備を行っており,屋台の全店舗で商用電力と給排
水設備を使用できるようにしている。鹿児島市でも
今後さらに発展していくためには,自治体や他事
業者との連携がポイントになってくると思われる。
　一例として,サントリー南九州支社とかごしまリヤ
カー屋台が連携し,キャッシュレス決済サービス「Ｐ
ａｙどん」を活用した地域振興券「かごしまリヤカー
屋台プレミアムポイントbyサントリー」が発売され
る。かごしまリヤカー屋台で利用することができ,プ
レミアム率は20％,購入・利用期間は9月19日～12
月7日,購入上限は一人当たり2万円となっている。
”鹿児島市街地に新しい風景を創る„というコンセ
プトのもとで実施されているリヤカー屋台。今後,こ
のような連携を進めていくことで,”見慣れた風景„
を”新しい風景„へと昇華させ,中心市街地等への
波及効果を生みだしていくことが期待される。　

　県立吉野公園では2023年から.南九州最大級
の150万球を超えるライトアップイルミネーション
の鹿児島イルミナージュが開催されている。本事
業を主催したSDGs products代表取締役の中島
寛之氏に目的やきっかけなどを聞いた。　　　
　鹿児島は食事がおいしい,焼酎の種類が豊富と
いった,飲食に関する文化が確立されているもの
の,夜の観光に関するコンテンツについて足りない
と言われている。イルミネーションなどの夜のコ
ンテンツを拡充することで,日帰り観光から宿泊
を伴う旅行になり経済効果も大きくなる。そこで
本事業では,イルミネーションを飾るだけではな
く,キッチンカーやストリートパフォーマンスを行う
など色々な事業者が活動できる場の提供を行
い,鹿児島でまだ行ったことがない場所に行く起
点となるような場所にすることだ。ここを起点とし
て周りの飲食,宿泊等につなげていくことを目指
して開催している。　　　　　　　　　　　　
　きっかけとなったのは中島氏が海外客から夜
の観光地が少ないと指摘されたことだ。何回も
来てもらえるような仕組みづくりを行うため,イル
ミネーションというナイトコンテンツをつくれば,

起爆剤に

写真7 ランタンフェスティバル
写真提供）長崎県観光連盟

写真8 美ら海ナイトアクアリウム
写真提供）国営沖縄記念公園（海洋博公園）：沖縄美ら海水族館

2025年
九州経済研究所は鹿児島銀行のグループ会社のシンクタンクです。

九州経済研究所

詳細はこちら

経営コンサルティング
接遇,人事制度構築 ,ＢＣＰ策定など

各 種 セ ミ ナ ー

講 師 派 遣

新入社員・中堅・経営幹部向けの階層別セミナー,
マネジメントスキル,営業・マーケティング,
経理・会計などのビジネスセミナー

（オーダーメイド研修）

〈主な業務内容〉

12月

「報・連・相」徹底術

従業員エンゲージメントの高め方

心理的安全性の高い職場づくり

仕事の「段取り力」

若手女性活躍セミナー

ビジネスマナー1日完全マスターコース

(火)

(木)

(木)

(火)

(水)

(木)

2日

4日

4日

9日

10日

11日

各種セミナー スケジュール
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